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	別紙のとおり


別紙

１０月１２日（金）

委員長　　　　開会宣言
議長　　　　　あいさつ
市長　　　　　あいさつ
認定第１号

委員長　　　　本委員会に付託された認定第１号平成25年度長久手市一般会計決算認定についてを議題とする。初めに決算の概要について市長から説明。

市長　　　　　決算の概要について説明。
税務課
税務課長　　　税務課の決算について説明。
原田委員　　　主要事業の成果44ページ　「税収の基礎となった数」は、年間の数をあげているが、一人あたりの住民税納税額はいくらか。
税務課長　　　普通徴収分12万7,000円、特別徴収分17万6,000円、年金特徴分３万9,000円が、一人あたりの徴収額である。
加藤(武)委員　決算書111ページ　ナンバープレートデザイン案作成委託18万9,000円　どんなデザイン案となったのか。
税務課長　　　委託業務では３案作ったが、他案の検討も必要があるとの意見があり、結論に至ってない。
木村委員　　　主要事業の成果44ページ(決算書21ページ）　入湯税課税額5,771万6,000円とある。平成26年度からなくなるが、入湯税相当額の財源確保をどう考えているか。
税務課長　　　個人住民税、法人、固定資産税が毎年伸びているので、相殺できると考えている。
じんの委員　　入湯税は目的税であるが、平成25年度の使途は何か。
財政課財政係長
主に消防・観光施設整備に充当し、ポンプ車の購入や福祉の家の修繕をした。
委員長　　　　他になければ、税務課の質疑及び意見は以上で終了する。
収納課
収納課長　　　収納課の決算について説明。

水野委員　　　決算書19ページ（主要事業の成果47ページ）　軽自動車税滞納繰越分78万5,600円　前年度より多くなってないか。

収納課長　　　軽自動車税徴収率の現年度分は、平成24年度98.37パーセント25年度98.12パーセントとなった。一方で滞納繰越分の徴収率は、21.28パーセントから26.44パーセントと約5.16パーセント高くなった。年度により状況は異なるが、全体徴収率は0.57パーセント上がった。

水野委員　　　愛知県豊田尾張東部滞納整理機構による徴収分はあるか。

課長補佐　　　滞納整理機構に引き継いだ軽自動車税は16万6,000円である。

青山委員　　　原付の登録は学生が多いと思うが、徴収に対してどのような考えを持っているか。

課長補佐　　　軽自動車の登録は学生が多い。登録時に提出する運転免許証の写しを保存し、実家へ催告書を送付することもある。

加藤(武)委員　主要事業の成果48ページ　コンビニエンスストアでの収納状況は、市税、国民健康保険税合計で３万9,371件とあるが、それぞれ何パーセントがコンビニ収納を利用したか。

収納課長　　　収入対比で計算すると市税13.29パーセント、国保税21.57パーセントの利用となる。

原田委員　　　決算書19ページ　市税不納欠損額1,816万6,286円　不納欠損を認めた理由は何か。又、監査委員は決算審査意見書に対する質疑の際に「５年の時効」を強調したが、５年の時効を伸ばすための努力はしているか。

収納課長　　　平成25年度の不納欠損は457件で即時処理約９パーセント、３年の見切り約８パーセント、５年時効約83パーセントである。平成23年度に不納欠損に関する取扱要領を定め、要領に基づき努力している。

課長補佐　　　処分停止（一般税、国保税）は、平成24年度212件、平成25年度472件に増え、執行停止も行っている。

委員長　　　　他になければ、収納課の質疑及び意見は以上で終了する。
行政課
行政課長　　　行政課の決算について説明。
じんの委員　　主要事業の成果36ページ（決算書75ページ）　あいち電子自治体推進協議会負担員302万円　平成20年度から電子入札を導入したが、コスト削減になっているか。

課長補佐　　　平成20年度の試行２件から始め、平成25年度は147件実施した。指名通知は行政課が一括通知をするので、担当課から業者への連絡や図面等の準備に係る人件費は削減できた。

じんの委員　　主要事業の成果37ページ　選挙管理員委員会事業について　下山投票区は人口急増地区にもかかわらず、投票所の見直しは統一地方選挙後と６月の定例会で答弁があった。現状どおりとする理由は何か。

行政課長　　　投票区内に適切な施設が見当たらず、下山投票区周辺を含めた見直しが必要となり、統一選後に見直したい。下山投票所は駐車場が少ないとの意見があり、知事選から隣接地に十数台分の駐車場を確保できるめどが立った。

原田委員　　　若年層への選挙啓発として「新有権者カード」を送付したが、投票率向上にどう効果があったか分析したか。

行政課長　　　分析まではしてない。

木村委員　　　決算書119ページ　投票用紙自動読取分類機増設ユニット89万2,500円　開票事務の負担は軽減したか。

行政課長　　　時間、従事者共に減少した。

委員長　　　　他になければ、行政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午前11時20分休憩
　　　　　　　
午前11時30分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

財政課
財政課長　　　財政課の決算について説明。

じんの委員　　主要事業の成果40ページ　普通会計の財政指標について　経常収支比率は、平成24年度の81.4パーセントから82.2パーセントに上がっている。望ましい形は75パーセントを上回らないこととされているが、平成26年度も数値は上がる見込みか。

財政課長　　　数字だけを見れば増加傾向という結果だが、愛知県内の平均は91.2パーセントであり、危機的状況ではない。税収、義務的経費共に増加しており、財政力指数等他の指数と合わせ全体のバランスで理解してほしい。

水野委員　　　決算書81ページ　ＰＣＢ廃棄物運搬処理等業務委託61万1,300円　どの施設から出たのか。

課長補佐　　　本庁舎蛍光灯の安定器、高圧変圧器等から出た物である。

青山委員　　　決算書75ページ　自動車管理費について　公用車をエコカー等用途にあった車両に買い換えることの検討はしているか。

財政課長　　　共用車は軽自動車を増やしたり、寄付ではあるが一人乗りの電気自動車２台を増車した。今後は、エコカーや電気自動車を増やしたい。

原田委員　　　車検の請負先は一業者に集中しているか。

課長補佐　　　４業者程度に分散している。

木村委員　　　決算書79ページ　電話交換及び受付委託561万8,900円　前年度比約130万円減となっているが、サービスの低下等の問題は発生してないか。

財政課長　　　そういったことは聞いてない。

加藤(和)委員　決算書75ページ　自動車管理費－燃料費262万2,508円　特定の給油所と契約しているのか。

財政課長　　　単価見積りを徴収し、総体的に安価な３か所と契約し、内２か所はセルフ給油所である。

委員長　　　　他になければ、財政課の質疑及び意見は以上で終了する。
市民課
市民課長　　　市民課の決算について説明。
じんの委員　　主要事業の成果43ページ　住民基本台帳ネットワーク関連業務－住民基本台帳カード交付219件とあるが、費用対効果はどのようか。

市民課長　　　住基カードは10年の期限があり、交付総数2,313件に対し有効カードは1,818件である。本市での住基カードの活用範囲は本人確認程度に留まり、又、マイナンバー制の開始が近く、交付は減少傾向である。

じんの委員　　１枚当たりの費用はいくらか。又、費用を免除することはできるのか。

市民課長　　　カード代1,600円、手数料500円が必要となる。

市民係長　　　申請時に本人から生活保護受給者の申出があり、受給者証明を提出していただくと無料交付できるが、交付件数はわからない。

委員長　　　　他になければ、市民課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午後０時06分休憩
　　　　　　　
午後１時15分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

たつせがある課

たつせがある課長　

　　　　　　　たつせがある課の決算について説明。
加藤(武)委員　主要事業の成果49ページ（決算書93ページ）　コミュニティ推進事業補助金702万6,000円　領収書の提出を求めているか。又、弁当代等の飲食費は認めるのか。

たつせがある課長

補助対象経費の領収書は全て必要。平成25年度は弁当代等の飲食費は認めてないが、平成26年度からボランティアに係る弁当代等は認めた。

加藤(武)委員　決算書93ページ（主要事業の成果51ページ）観光交流推進会議補助金1,446万6,000円　主要事業の成果に主な3事業があるが、それぞれの事業費はいくらか。

たつせがある課長

イルミネーション事業652万1,378円、まちあるきマップ、ポスター等を作成したプロモーション事業344万3,950円、観光ＰＲ事業は長久手歴史トラベラーズの活動委託に420万円となった。

加藤(武)委員　決算書99ページ（主要事業の成果53ページ）　姉妹都市表敬訪問旅行委託299万3,882円　市長のワーテルロー市訪問に随行した２人の職員は誰か。ワーテルロー市の福祉施設、ストックホルムの墓地を視察したが、スウェーデンでは福祉施設の視察をしなかったのか。

たつせがある課長

市長公室長の他、公募で選んだ福祉、環境部門の職員２人が随行した。スウェーデンでは、ストックホルム市役所で説明を受けた。

じんの委員　　主要事業の成果53ページ（決算書99ページ）　国際交流協会補助金620万円　在住外国人の生活相談支援は、サービス部会の「にほんご教室」だけか。

たつせがある課長

市内在住の外国人は教養の高い人が多く、生活に困っての相談は少ない。相談窓口は特に設けてないが、たつせがある課で対応している。

水野委員　　　決算書109ページ（主要事業の成果55ページ）地域共生ステーション設計委託199万5,000円　設計監理の費用がない。人が集まる施設なのできちんと施工できたか心配である。

たつせがある課長

設計、監理業務を含めた契約のため、決算書には設計委託として金額がある。専門業者に委託し、技術職の職員が完了検査をしたので心配はない。

原田委員　　　主要事業の成果51ページ　観光交流推進会議－イルミネーション事業について　行政評価はＤ評価（事業主体の見直し）であるが、平成26年度事業にどう反映するのか。

たつせがある課長

イルミネーション事業は、３年前から会員、学生、市民等の実行委員会形式としてきたが、まだ行政主導である。市民主体の事業になってほしいのでＤ評価とした。

原田委員　　　主要事業の成果55ページ　地域共生ステーション事業　西小校区共生ステーションオープンから５か月の評価はどのようか。平成24年度に掲げた7項目はどれだけ達成できたか。

くらし文化部長
地区コミュニティ、世代間交流として地域共生ステーションが具現化するもの、ＭＪＭでは一斉防災訓練も成果であり、地区社協、地域の見守り等福祉に対するものではＣＳＷ（コミュニティーソーシャルワーカー）や保健師も入っている。一年で結実したわけではないが機能している。

じんの委員　　先ほど質疑のあったスウェーデンの視察は、帰国報告で目的や成果の共有化ができているか。
たつせがある課
現場の様子を肌で感じ視察したいこと。本市では墓園整備事業があり、世界遺産の墓地を視察した。報告書をまとめ幹部職員に報告した。
原田委員　　　主要事業の成果54ページ　住民プロジェクト推進事業－職員勉強会　対象者25人との説明だが、人事課の研修との違いや位置づけはどうなっているのか。

たつせがある課長

参加者は概ね40歳未満の職員から公募した。市民協働プロジェクト推進のため、職員のファシリテーション能力養成の研修を実施した。
くらし文化部長　
人事課の研修は、研修計画に基づき職制、テーマごとに実施するもの。
木村委員　　　決算書107ページ（主要事業の成果54ページ）　住民プロジェクト推進事業委託434万8,050円　委託内容と成果はどのようか。
たつせがある課長

職員勉強会５回、職員向け講演会１回、市民向け講演会１回、若手市民・職員ワークショップ２回を実施した。
委員長　　　　他になければ、たつせがある課の質疑及び意見は以上で終了する。
安心安全課

安心安全課長　安心安全課の決算について説明。
加藤(武)委員　決算書101ページ（主要事業の成果58ページ）　防犯カメラ設置補助金186万7,000円　南小学校区自治会連合会、市が洞地区自治会連合会が10台設置したが、設置台数の制限等はあるか。

安心安全課長　台数は地区と調整している。地域の設置要望か所を警察に見てもらい、効果的な場所に設置するようにしている。

青山委員　　　決算書101ページ（主要事業の成果58ページ）　防犯街路灯事業－光熱水費1,158万5,115円　決算額が上がっているのは、電気代の値上げによるものか、使用量の増加によるものか。

安心安全課長　燃料費高騰による電気の値上げである。

じんの委員　　主要事業の成果57ページ　巡回バス運営事業について　Ｎ－バスの料金体系（無料）は、近隣市が運行するバス事業と比較するとどのようか。利用者の８割が無料乗車であることは、「市民が支える公共交通にしなければいけない」という説明と矛盾していないか。

安心安全課長　無料乗車の料金体系は、近隣市の中では最も手厚い。

次長　　　　　３～５年後の料金体系のあり方もワークショップで考え、再編について検討したい。

じんの委員　　決算書141ページ（主要事業の成果62ページ）　交通災害共済組合諸経費－高齢者・小学生加入補助金441万9,000円　高齢者、子どもは今後増加するが、いつまで補助を続けるのか。昭和40年代に始まり、民間保険が普及している今、時代のニーズとも離れていると思うがどうか。

安心安全課長　検討したい。

加藤(和)委員　主要事業の成果57ページ　セーフティステーション防犯パトロール事業について　青パト２台の巡回は、一日にどの程度の回数、時間になるか。

安心安全課長　市内を３地区に分け、順にパトロールしている。子ども安全パトロールは、小学生の登校時１台、下校時２台で学校周辺を、セイフティパトロールは夜間に特化し、２台で巡回している。

委員長　　　　他になければ、安心安全課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後３時25分休憩
午後３時35分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

環境課

環境課長　　　環境課の決算について説明。
原田委員　　　決算書191ページ　尾張東部衛生組合負担金１億5,013万2,000円　瀬戸、尾張旭、長久手の三市は、同じ方向に向きごみの減量化に取り組まなければいけないが、現状はどのようか。

環境課長　　　ごみ排出量減量を目指すことは三市が一致している。長久手市の場合剪定木の搬入量が突出して多いことが課題である。平成26年度から剪定木をチップ化する等資源化し、晴丘センターに搬入しないようにしたい。

加藤(武)委員　主要事業の成果63ページ（決算書183ページ）　太陽光発電システム設置補助金　398万4,000円　補助60件とあるがそれ以上の希望はなかっｔか。

環境係長　　　キャンセル待ちをしてないので、正確な件数把握はしてないが、60件を超える申込みがあった。

青山委員　　　主要事業の成果64ページ　し尿処理事業について　処理量は減少したか。又、市は今後のあり方についてどのように考えているか。

環境課長　　　下水道接続率が高いことが減少の要因と考える。最終的には、浄化槽汚泥、生し尿が約２％残ると予測している。香流苑の今後のあり方については、この定例会に補正予算をあげ下半期かけて検討したい。
委員長　　　　他になければ、環境課の質疑及び意見は以上で終了する。
産業緑地課

産業緑地課長　産業緑地課の決算について説明。　　　

青山委員　　　主要事業の成果67ページ（決算書199ページ）　生垣補助設置補助金16万2,000円　新築住宅が増えているにもかかわらず、２件の実績をどう考えているか。

産業緑地課長　建築確認申請時にお知らせしているが、緑化推進のためにも周知に力を入れ事業継続と考えている。

加藤(武)委員　主要事業の成果67ページ（決算書199ページ）　あいち森と緑づくり事業交付金150万9,000円　個人宅の庭の緑化１件に150万円の交付であるが、どのような緑化をされたのか。

産業緑地課長　交付金は、100平方メートルを超える緑化費用の１／２を補助する。270平方メートルの宅地の内、約101平方メートルに高木13本、中木27本、低木13本の53本の緑化に交付した。

課長補佐　　　植栽に係る基盤整備の工事も対象となっている。

副市長　　　　あいち森と緑づくり事業は、市町村の緑化事業に対し交付することが愛知県のねらいである。あいち森と緑づくり税が財源で、市は平成21年度からの5年間で約9,000万円を県税として吸い上げられたことになる。市内で年間約1,800万円の事業を展開し、納めた分の還元を求めたい。竹やぶ保全の仕組みを作れば交付金が下りるので、その仕組み作りを今研究している。

原田委員　　　主要事業の成果68ページ（決算書201ページ）　農業用井戸さく井工事380万5,935円　前熊堀越地区に掘った井戸の活用状況はどのようか。

主幹　　　　　平成25年9月から供用開始し、市は登録した利用者26人から年間2,500円を徴収している。

原田委員　　　主要事業の成果72ページ　都市公園事業－指定管理者制度事業について　市公園管理では、無残な樹木剪定がされている。市長は、落葉拾いを市民にしてもらってはと言っていた。落葉拾いの組織を立ち上げ、苦情の出ないようにできないか。

主幹　　　　　原邸公園は落葉の苦情の多いところだが、たい肥枠３基を設置した。都市公園の指定管理者、農楽校卒業生等に落葉を入れてもらい、たい肥場づくりの実験をしている。公園を落葉のたい肥生産場とできればいい。

じんの委員　　主要事業の成果65、72ページ　児童遊園等愛護会及び公園愛護会報償金交付事業について　算定基準はどのようか。

産業緑地課長　定額２万5,000円に1平方メートル10円を加算し、５万円を上限に交付している。

委員長　　　　他になければ、産業緑地課の質疑及び意見は以上で終了する。
生涯学習課

生涯学習課長　生涯学習課の決算について説明。
原田委員　　　主要事業の成果74ページ　色金山歴史公園茶室の利用者が増えていると聞くが、おもてなしを工夫した結果か。理由をどうに分析しているか。

くらし文化部長

文化協会茶華道部の協力や、近隣の陶磁美術館、モリコロパークの茶室に比べ呈茶料安さ等と分析している。また、古戦場に茶室があることも魅力の一つと考えている。

原田委員　　　平成子ども塾は、当初から管理形態が変わったが、スムースな運営ができているか。何割の小中学生が利用しているか。

平成子ども塾担当課長

人員増となり支障はない。学校との連携事業としているので、小学校在学中に３回利用する。

じんの委員　　主要事業の成果75ページ　総合型地域スポーツクラブ運営事業　会員は何人か。又、事業費収入はあるのか。

課長補佐　　　平成25年度の会員は、大人102人、子ども318人の合計420人である。事業収入は、年会費、受講料等約260万円あった。

原田委員　　　決算書277ページ　公民館講座講師料114万3,200円　市民協働や共生ステーションでのボランティア活動の助けとなる講座はあったか。

課長補佐　　　公民館講座８、大学連携講座２、市民が講師となる「ながくて・学び・アイ講座」の講師料である。学び・アイ講座は、講師も学ぶことで講座終了後の活動につながり、地域へ還元できる事業と考えている。

委員長　　　　他になければ、生涯学習課の質疑及び意見は以上で終了。
この際、暫時休憩とする。
午後３時56分休憩
　　　　　　　
午後４時10分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

文化の家

文化の家事務局長　

文化の家の決算について説明。
原田委員　　　決算書67ページ（主要事業の成果77ページ）　文化の家事業入場料1,405万1,920円　入場料収入は、減少傾向にないか。

文化の家事務局長

平成25年度は、前年度比約200万円の減少となったが、公演委託料も減少した。入場料は、公演時期により前年度または当該年度に入り、若干変化する。

原田委員　　　正規職員、臨時職員の比率はどのようか。

文化の家事務局長　

正規職員14人、嘱託員及び臨時職員７人の21人である。

委員長　　　　他になければ、文化の家の質疑及び意見は以上で終了する。
給食センター

給食センター所長　

給食センターの決算について説明。
原田委員　　　決算書69ページ　給食費納付金（滞納繰越分）1万4,335円　収入未済額を少なくする努力はどの部署がしいるのか。

給食センター所長　

在校中は学校が、卒業後は給食センターが行っている。

原田委員　　　主要事業の成果113ページ　放射能検査45万6,750円　放射能測定器を購入することは検討しなかったか。

給食センター所長　

東日本大震災後は、独自の放射能検査では信用されない状況だった。専門機関の検査結果でも不信感はあった。

原田委員　　　セレクト給食復活後の状況はどのようか。

給食センター所長　

各学期1回実施し、最初はデザート、次に副菜とデザート、その次は主菜とデザートのセレクトとした。

木村委員　　　決算書305ページ（主要事業の成果113ページ）　調理作業員賃金3,617万6,118円　「調理に必要な調理員40人の確保」とあるが、必要数が確保でき、支障なく調理できたか。又、職場環境が悪いと言うことはないか。

給食センター所長　

正規職員は再任用を含み６人、臨時任用職員は37～32人を雇用した。臨職の調調理員は平均すると33人となり、正職、臨職の39人体制で調理にあたった。給食センターは給食の生産工場であり、デスクワークに比べれば体の負担はある。

じんの委員　　調理員の雇用条件は、近隣自治体に比べどうか。

給食センター所長　

賃金は900円の時間給だが、社会保険加入者及びリーダー格は加算をすると990円となり、賃金水準は中間又は高い方だと思っている。

加藤(武)委員　主要事業の成果114ページ（決算書305ページ）　光熱水費5,058万1,072円　旧センターのガス調理に比べ違いはどのようか。

給食センター所長　

旧センターと新センターでは面積も違い、単純に比較はできない。新センターは冷暖房完備で、食品庫は冬でも冷房を入れる。金額だけをとりあげ比較すれば、新センターの光熱水費は増えている。
委員長　　　　他になければ、給食センターの質疑及び意見は以上で終了。
中央図書館

中央図書館長　中央図書館の決算について説明。
原田委員　　　主要事業の成果118ページ（決算書283ページ）　図書資料1,999万5,406円　学校連携、児童館連携図書の購入により、図書館の購入冊数は減少してないか。

館長補佐　　　大きな減少はない。中央図書館分１万694冊のほか、学校連携分867冊、児童館連携分167冊を購入した。

原田委員　　　平成25年度で学校連携は４年経過したが、その効果はどのようか。

中央図書館長　担当司書４人の嘱託員であたっているが、レベル差があり経験を積みレベルアップが課題である。子どもの来館者が増えているのは、学校連携の効果の一つと思っている。

じんの委員　　子ども読書活動推進計画に沿って実施した事業はあるか。

館長補佐　　　計画の重点施策にブックスタート、学校連携、児童館連携があり、それらに着手しているところである。

委員長　　　　他になければ、中央図書館の質疑及び意見は以上で終了する。
教育総務課

教育総務課長　教育総務課の決算について説明。
原田委員　　　各小中学校教育振興費の図書購入費について　決算額を各校児童生徒一人当たりの額に置き換えたら長久手小学校1,575円、東小学校3,990円、市が洞小学校1,245円となった。平均額より少ない学校の金額を見直すことはしないのか。

教育総務課長　東小学校は児童203人で標準図書数は143パーセントである。市が洞小学校は児童978人で標準図書数は103パーセントで両校とも充足率は満たしている。一人当たりの計算で対応すると、市が洞小学校だけが突出することになるので考えてない。

原田委員　　　決算書271、273、ページ　あいち・出会いと体験の道場事業委託　５万2,000円(長久手中学校費)、６万5,000円(南中学校費）、６万5,000円（北中学校費）　同じく総合学習事業委託　25万8,000円（長久手中学校費）、27万6,000円（南中学校費）、27万4,000円（北中学校費）それそれどのような事業か。

教育総務課長　中学生の職場体験を県の委託を受け実施するもの。１校1万3,000円プラス学級数で配分した。生徒の事業所までの交通費や受入先への礼状、通信費、消耗品等にあてている。

水野委員　　　主要事業の成果110ページ（決算書241～253ページ、265～267）、学校トイレ改修工事　主要事業の成果109ページ（決算書241～257ページ、265～267）屋内運動場非構造部材耐震化事業　トイレ改修より命に関わる体育館天井工事が時期、金額共に優先されるべきではないか。

教育総務課長　国の補助事業の方針が、平成25年度の実施設計を踏まえた平成25・26年度工事限定と変更になったためこのようになった。

加藤(和)委員　決算書259～261、271～273ページ　40万7,400円(長久手小学校費）、39万5,850円(西小学校費)、28万3,500円（東小学校費）、42万6,300円（北小学校費）、34万6,500円（南小学校費）、36万5,400円（市が洞小学校費）、19万6,140円（長久手中学校費）、26万6,910円（南中学校費）　どのようなソフトを購入したのか。又、電子黒板の利用状況はどのようか。

指導室長　　　教科で必要な教材活用ソフトを購入している。パソコン教室のパソコンで使用、教師用パソコンから教室で演示する方法の２とおりの活用をしている。電子黒板は、算数等演示の必要な授業で活用している。

委員長　　　　他になければ、教育総務課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

会計課

会計課長　　　会計課の決算について説明。

原田委員　　　決算書81ページ　一般事務賃金125万3,700円　歳入システム処理委託等事務の効率化の一方で、２人の臨時職員を雇用したのはなぜか。

会計係長　　　備品台帳整備（入力作業）を委託から臨時職員による入力作業とし、歳出事務の補助もしている。

原田委員　　　資金運用先は、どのように選定しているか。

会計課長　　　市内に支店を置く金融機関に利率等の条件を聞き取りし、最も有利な所を選定している。

委員長　　　　他になければ、会計課の質疑及び意見は以上で終了する。
監査委員事務局

監査委員事務局長　

監査委員事務局の決算について説明。
原田委員　　　例月出納検査、定例監査の各課への指摘は文書で行い、その文書は公開請求により開示されるか。

監査委員事務局長　

例月出納検査等は会計管理者に対して行い、指摘事項は会計管理者に通知している。文書の公開請求は会計管理者にされるものとなる。

委員長　　　　他になければ、監査委員事務局の質疑及び意見は以上で終了する。
　　　　　　　本日はこの程度にとどめ、9月16日（火）午前10時から決算特別委員会を開く。これにて散会とする。
午後５時38分散会
９月１８日（火）

午前10時00分開会

消防本部

総務課長　　　消防の決算について説明。
原田委員　　　職員、設備等の充足率はどのようか。

総務課長　　　消防力の整備指針に基づく職員の充足率は、現在53.9パーセントである。又、車両は89パーセント、消防水利約90％となっている。

原田委員　　　車両89％の理由は何か。

総務課長　　　消防ポンプ車（タンク車含）が、９台の基準に対し８台所有のため89％となっている。

加藤(武)委員　主要事業の成果125ページ　救急出動について　1,582件の内愛知医大病院への搬送はどの程度あるか。

消防第一課長　64％に当たる948件である。

加藤(武)委員　主要事業の成果126ページ（決算書231ページ）　通信指令業務共同運用維持管理負担金589万6,845円　四市一町の共同運用だが、負担金は人口割りで算出するのか。

消防第一課長　所属負担分38％、均等割29％、職員割16％、人口割16％で算出している。

じんの委員　　主要事業の成果120ページ　住宅用火災警報器設置促進について　一般住宅の設置期限は過ぎているが、普及率はどの程度か。障がい者、高齢者世帯の設置は進んでいるか。

総務課長　　　平成26年６月１日現在の普及率は、全国79.6％、愛知県77.8％、長久手市82％である。設置義務になっているので啓発に努め、設置してもらうようにしている。

青山委員　　　主要事業の成果122ページ　消防団応援事業所の制定について　登録事業所の増減はどのようか。

総務課長　　　現在34事業所になり、当初から６事業所増えた。

原田委員　　　長久手の消防（平成26年）によると救急車の現場到着時間は、全国平均8.3分、長久手市平均6.5分だが、10分以上20分未満の場合もまだあるが、どのような要因が考えられるか。

消防第一課長　消防署から距離のある市が洞を含む南部地区、三ケ峯、モリコロパークの園内移動を含む搬送が該当する。

原田委員　　　共同指令センター設置１年の成果は何か。マイナスとなったことはあるか。

消防第一課長　尾三消防署との応援要請の連携強化、聴力障がい者がインターネットから119番通報できるシステムの導入が成果である。又、マイナスとなったことは、基本的にないと考えている。

加藤(和)委員　主要事業の成果119ページ　防火管理指導事業について　第一種防火対象物等の立入検査は、年１回等の実施基準はあるか。又、90事業所に指導したとあるが改善されたか。

総務課長　　　基本的には、年１回は回るようにしている。結果については随時、指導、改善できるようにしている。

木村委員　　　主要事業の成果125ページ　救急車の適正利用について　平成25年度の出動件数は1,582件あったが、広報の効果はあったか。

消防第一課長　平成24年度に比べ軽傷者の搬送が６％減少したので、少しずつ市民に浸透していると考えている。

委員長　　　　他になければ、消防本部の質疑及び意見は以上で終了する。
政策秘書課

政策秘書長　　政策秘書課の決算について説明。

原田委員　　　市長は職員に「現場へ出かけなさい」と常々言い、自らもよく外出しているが、どの程度出かけているのか。又、公務であるなら職員の随行や行動記録はどうしているのか。

政策秘書課長　市長は現地確認、現地で話を聞くことを重視し、すぐに出向いている。当日の日程変更もあり、出かけたと言う程度の記録はある。案件にもよるが、基本的には随行してる。
委員長　　　　他になければ、政策秘書課の質疑及び意見は以上で終了する。
経営管理課

経営管理課長　経営管理課の決算について説明。

じんの委員　　主要事業の成果30ページ（決算書87ページ）　リニモ経営支援事業（愛知高速交通株式会社出資金）２億8,100万円　愛知高速交通㈱の経営改善努力は何があるか。又、乗客数はどれくらい伸びたか。

経営管理課長　社内プロジェクトを立ち上げ、活性化７項目に取り組んでいる。例えば、意識改革のための勉強会、研修会を行う「人づくり」、学生イベントとのコラボレーション等地域連携による増収対策のための「友達の輪プロジェクト」、リニモファンを増やしマイレール意識を高める「パートナーシップ事業」等である。又、社員のプロパー化を進め、人材育成に努めている。乗客数は、平成25年度723万3,000人で前年度比27万4,000人、3.9パーセント増である。

じんの委員　平成26年１月に民間企業へも支援協力を求めると第２次経営安定化策の説明があった。現在の状況と沿線市の負担はどうなっているか。

経営管理課長　愛知県と愛知高速交通が、沿線市の商工会議所、商工会等約100社へ出資・広告要請をしている。ある程度の出資協力は得られるようだが、沿線自治体の協力も必要で協議しているところである。

じんの委員　　平成26年１月の説明に続く資料を議会に提出できるか。

経営管理課長　概要が発表できる段階になったら、議会へ説明する方針で県と調整している。

原田委員　　　主要事業の成果30ページ（決算書87ページ）　自治基本条例策定等業務委託106万500円　職員向け勉強会２回に106万円必要か疑問である。勉強会はどのようなことをしたのか。

経営管理課長　１回目は新しいまちの形づくりの概念を理解するため、幸せのモノサシづくりアドバイザーの草郷先生の講演、ワークショップを実施した。２回目は四日市大学の小林先生を迎え、自治基本条例の必要性等基本的なことの講義とワークショップを実施した。今後、市民主体、主導で考えてく際にサポートする職員を育成するため続けたい。又、自治基本条例は多分野に渡り、庁内連携体制づくりが必要である。

水野委員　　　報償金の決算があるが、人数、回数等記載方法を統一し、文章で説明してほしい。

経営管理課長　財政課に報告する。

委員長　　　　説明資料は、議長を通じ協議するよう申し出をすることでいいか。

水野委員　　　結構だ。

加藤(和)委員　リニモ経営支援について　出資比率は当初の10パーセントから15.25パーセントなった理由は何か。出資比率が大きくなれば、来年度の第２次経営安定化支援の一括返済の負担も大きくならないか。

経営管理課長　第１次経営安定化支援は愛知県、沿線自治体が支え、長久手市の出資比率が増えた。第２次経営安定化支援の自治体の分担は決定してないが、当初出資比率で検討している。

加藤(武)委員　決算書87ページ（主要事業の成果30ページ）　幸福度指標調査委託236万2500円　市民、職員からなる「ながくて幸せ実感調査隊」がアンケートをしたと説明があったが、調査隊が全て行ったのか。

経営管理課長　ながくて幸せ実感調査隊は、若手職員10人、市民11人の21人で組織する。７回のワーキングで調査票を検討し、市が5,000人に発送した。

加藤(武)委員　主要事業の成果の説明文は、すべて調査隊だけでやったかのような文章であるが、実際にそうなのか。

経営管理課長　アンケートの印刷、発送は委託費で対応した。ながくて幸せ実感調査隊には、調査票づくりを依頼した。

委員長　　　　他になければ、経営管理課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午前11時14分休憩
　　　　　　　
午前11時25分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

人事課

人事課長　　　人事課の決算について説明。
原田委員　　　決算書83ページ（主要事業の成果31ページ）職員健康診断委託719万6,840円　受診後、異常のない職員の予防策は考えているか。

人事課長　　　産業医による禁煙指導等健康講座や精神科医のメンタルヘルス講座を実施している。

副市長　　　労働安全衛生委員会でも議論し、２年前に勤務時間中を禁煙とした。過度の時間外勤務は健康被害のリスクや因果関係があり、ヒアリングや個人指導もしている。時間外勤務時間については、私(副市長）と部長でプロジェクトチームを組み、どうしたら抑制できるか検討している。

加藤(武)委員　主要事業の成果32ページ　職員研修について　研修に派遣された職員の報告書はあるか。

人事課長　　　報告書に代わるものとして受講者にアンケートを行い、研修成果を把握している。

原田委員　　　決算書83ページ　退職手当組合負担金２億3,442万7,868円　退職手当組合は制度上必要と考えているのか。組合制度があるので、決算書で当該年度の退職金額を知ることができない。

副市長　　　　退職手当組合制度は今、変わる、変えないという本市だけの問題ではない。市町村で有効に運用され特段の問題もないので、継続したいと考えている。

委員長　　　　他になければ、人事課の質疑及び意見は以上で終了する。
情報課

情報課長　　　情報課の決算について説明。
原田委員　　　決算書89ページ（主要事業の成果33ページ）　庁内サーバー等管理委託1,215万9,000円　以前、サーバーの故障でデータを失った事故があったが、事故防止等も含めた管理委託か。

情報システム係長

この委託はサーバー管理のためサポート要員２人の常駐費用、保守管理費である。データのバックアップは毎日定期的に行い、再発防止に努めている。

じんの委員　　決算書91ページ（主要事業の成果34ページ）　ケーブルテレビ番組制作・放送委託2,403万4,500円　視聴可能世帯の状況や視聴者の意見を把握しているか。

情報課長　　　ケーブルテレビの接続率は約7割である。同じ番組を複数回、１日９回放映するため視聴率としての数字はない。市政・広報ｅ－モニターで番組制作についてアンケートを実施したところ、モニター80人弱の約半数が受信契約をしていた。視聴頻度は、毎週、月2回程度の回答が39パーセントだった。

じんの委員　　メープルスペシャルは、番組関連課と政策後の検証をしているか。

情報課長　　　番組は関係課と調整し、制作している。番組はホームページ、ＤＶＤでいつでも見ることができるので、番組制作にいかしたい。

委員長　　　　他になければ、情報課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後０時10分休憩
　　　　　　　
午後１時15分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

福祉課
福祉課長　　　福祉課の決算について説明。

加藤(武)委員　主要事業の成果82ページ（決算書139ページ）　障がい者相談支援事業1,126万8,250円　委託先、相談業務の場所、相談員はどのようか。

福祉課長　　　ＮＰＯ法人百千鳥が福祉の家で実施の他、かわせみに委託した。相談員は、２人と１人の計３人体制である。

加藤(武)委員　平成25年度の相談は8,680件で１日約24件となる。福祉の家で相談しているところを見ないが、１日平均24件もあるのか。

福祉課長　　　相談は来所だけでなく電話相談、訪問もある。

じんの委員　　どのような専門職を相談員としているのか。

福祉課長　　　社会福祉士の有資格者である。

じんの委員　　平成25年度は、つばさ作業所が充実されたが、就労支援に関してよくなった点はあるか。施設外の就労先はあるか。

福祉課長　　　就労支援の事業所、利用者共に増えた。民間事業所での就労訓練も行っている。

じんの委員　　主要事業の成果83ページ（決算書175ページ）　生活困窮者モデル事業委託30万9,750円　相談件数12件とあるが､中間的就労に至ったのは何人か。

福祉課長　　　平成25年度に中間的就労に至った人はいない。ハローワークから来てもらう等、就労支援の取組を強化している。

原田委員　　　平成25年度の予算書（117ページ）に地域福祉計画策定委託210万円と福祉施策研修視察委託766万円があったが、決算書125ページ、主要事業の成果81ページの地域福祉計画策定事業とどう関係があるのか。

福祉課長　　　766万円の海外視察委託（予算）は受入先との調整がつかず中止し、３月に補正予算で減額した。210万円の地域福祉計画策定委託（予算）は、地域福祉計画関係のアンケート、委員会経費である。また、補正予算で講演会費用を計上、支出した。

原田委員　　　決算書125ページ　社会福祉法人会計審査業務委託６万3,000円　社会福祉法人は、県が認可、監査と承知しているが、どう変わったのか。

福祉課長　　　市内のみで活動する社会福祉法人への監査権限は、市が有することになった。平成25年度に新設法人があり、税理士事務所に会計関係の審査を委託した。

木村委員　　　主要事業の成果84ページ　避難行動要支援者登録について　対象者約2,500人内、1,000人以上の登録ができない理由は何か。

福祉課長　　　65歳以上の単身世帯、75歳以上の高齢者のみの世帯、障がい者へ案内した。近くに子どもがいる、情報を知られたくない等が理由である。

加藤(和)委員　つばさ作業所とひまわり園を統合し、平成25年度から社会福祉協議会に委託した。統合後は国の補助金もあるようだが、どれくらい経費が変わったか。

福祉課長　　　平成25年度から法定サービスとなったので、国、県の補助が得られた。支出金額で比較すると、平成24年度はひまわり園約480万円、つばさ作業所約1,910万円の計約2,390万円である。平成26年度は予算であるが、歳出5,200万円に対し歳入3,900円で、市の負担は1,300万円となり、約1,000万円のメリットがある。

じんの委員　　避難行動要支援者登録で平成24年度は申請し、平成25年度は申請しないというケースはあるか。

福祉課長　　　平成25年度は、情報の提供先に自治会連合会、区会を追加したので同意を得るため民生委員の実態調査とした。自治会連合会等地元への情報提供に難色を示すケーすがあると聞いている。

原田委員　　　決算書141ページ（主要事業の成果81ページ）　日中活動系訓練等給付費4,066万8,099円　予算の約3,600万円から決算約4,070万円に増えた理由は何か。

福祉課長　　　障がい者就労移行支援、就労を継続するための支援が、平成24年度279人から平成25年度363人に増加したことが主な理由であり､就労訓練が進んでいると理解している。

委員長　　　　他になければ、福祉課の質疑及び意見は以上で終了する。

長寿課

長寿課長　　　長寿課の決算について説明。
加藤(武)委員　主要事業の成果87ページ（決算書133ページ）　公的介護施設等整備事業補助金1,514万3,000円　愛知たいようの杜、ハートフルハウスは、「施設整備」をしてないと思うが、補助金を交付したのか。又、対象施設は２者以外はないのか。

長寿課長　　　オペレーションシステム設置費用の補助金を交付した。事業者は公募し、２者から応募があり決定した。

原田委員　　　決算書129ページ（主要事業の成果86ページ）　「食」の自立支援事業委託982万5,400円　事業費が平成24年度より減少した理由は何か。

長寿課長　　　実利用者は94人から114人に増加したが、100食ほど減少したこと、１食の単価が700円から650円に見直しをしたことの影響が大きい。

原田委員　　　決算書129ページ（主要事業の成果86ページ）　ワンコインサービス事業補助金１万8,600円　予算額10万円に比較し、決算額が大きく下回った理由はなぜか。

長寿課長　　　当初予算では15件×12月で計上したが、事業開始が６月になったこと、平均利用件数が７件たっだことが理由である。

原田委員　　　決算書131ページ（主要事業の成果86ページ）　長生学園費－日帰親睦研修業務委託113万6,816円　昨年度までの長生学園費にない委託が必要となった理由は何か。

長寿課長　　　平成24年度までは、バスに借上料、駐車場料、施設入場料等をそれぞれ支出した。平成25年度に見直し、事務改善を図り旅行社へ業務委託とした。

加藤(和)委員　主要事業の成果85ページ　日常生活用具給付事業について　昨年度に続き利用者０人だが、なぜ利用者がないのか。

長寿課長　　　対象者が65歳以上の寝たきり、ひとり暮らし世帯または後期高齢者世帯であること、電磁調理器、火災警報器、自動消火器の３品目の購入に限定した給付であることが要因と考えている。

加藤(和)委員　決算書131ページ(主要事業の成果86ページ）　緊急通報システム設置事業費825 万5,940円　緊急通報システムは利用者147人であるが、利用内容はどのようか。

長寿課長　　　通報ボタンを押した18件の内、救急搬送13件であった。中には、ベッドから落ち家族に連絡してほしいという通報もあった。相談は146件であるが、内容は把握してない。

委員長　　　　他になければ、長寿課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後２時31分休憩
　午後２時40分再開
　　　　　　
　
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

子育て支援課
子育て支援課長　

子育て支援課の決算について説明。

原田委員　　　決算書161ページ　色金保育園費－緑化工事51万300円　決算書163ページ　長湫東保育園費－緑化工事38万5,350円　決算書169ページ　長湫南保育園費－緑化工事38万5,350円　園庭にクスノキを植樹し、一般質問では好評と答弁された。長湫東保育園は支障となる場所に植樹したと思っているが、移植や撤去を考えているか。

子育て支援課長　

移植はやり直しができないので検討し、適切な場所に植樹したと考えている。

青山委員　　　決算書151ページ（主要事業の成果89ページ）　放課後児童健全育成施設改修工事73万5,000円　避難器具（はしご）設置後、はしごを使った避難訓練をしたか。地面と１階屋根をつなぐはしごは可動式だが、管理や確認はきちんとしているか。

子育て支援課長

長久手北学童保育所から訓練をしたとの報告は受けてない。はしごは可動式なので、屋根の上に折りたたみ管理している。

原田委員　　　決算書171ページ（主要事業の成果93ページ）　民間保育所運営費補助金　1,738万2,769円　交付した補助金の報告書や監査はどのようにするのか。

子育て支援課長

委託契約では決算状況の報告書を提出し、市が指導的立場をとることで合意している。

原田委員　　　主要事業の成果94ページ　児童館運営事業について　青少年児童センターの開館時間は、延長の要望があるが検討したか。

子育て支援課長

児童館運営委員会でたびたび議論している。開館延長の声が大きいとは聞いてない。冬場の時間延長は危険との声がある。

じんの委員　　主要事業の成果88ページ　ファミリーサポートセンター事業について援助会員73人に対し依頼会員541人と偏っている。改善や工夫が必要と思うが、ＰＲ等はどう考えているのか。

子育て支援課長

依頼会員が圧倒的に多いのは事実である。今後は広報だけでなく、会員拡大に有効な方法をとりたい。

委員長　　　　他になければ、子育て支援課の質疑及び意見は以上で終了する。

保険医療課
保険医療課長　保険医療課の決算について説明。
原田委員　　　決算書135ページ（主要事業の成果98ページ）　子ども医療費３億3,319万2,749円　子ども医療費の拡大は、コンビニ受診が増えムダとの考えもあるが見受けられるか。。

保険医療課長　コンビニ受診の実態把握は難しい。受診状況の把握は今後の課題であり、医療機関との連携が必要である。

じんの委員　　本市は医療機関に受診しやすい環境にあるが、他市と比較し支出が多くなってないか。

保険医療課長　近隣市との比較資料はない。

委員長　　　　他になければ、保険医療課の質疑及び意見は以上で終了する。
　

健康推進課
健康推進課長　保険医療課の決算について説明。
原田委員　　　決算書177ページ　公立陶生病院組合負担金4,374万1,957円　陶生病院は、平成25年度に新病棟が竣工した。建設費の負担が必要になると思うが、協議はあったか。

健康推進課長　平成25年度は人口割と患者構成比で算出した金額で、建設負担は含んでない。

原田委員　　　決算書179ページ　成人歯科検診委託265万200円　前年度比約1,100万円と説明があったが、増加理由は何か。

健康推進課長　平成24年度は40、50、60、70歳を対象としたが、平成25年度は20、30、35、40、45、50、55、60、65、70歳に拡大した。
じんの委員　　主要事業の成果102ページ　乳幼児健診事業について　未受診者に対する受診勧奨と受診しない理由は確認しているか。一度も受診しない人はいるか。

健康推進課長　未受信者全員にまず電話による受診勧奨をしている。保健師が家庭訪問をし、状況や理由を把握している。

母子保健係長　実際に、全く受診してない人はいるが、家庭訪問で面接している。

委員長　　　　他になければ、健康推進課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後３時41分休憩
　　　　　　　
午後３時50分再開　
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

土木課

土木課長　　　土木課の決算について説明。　　　　　

原田委員　　　決算書209ページ（主要事業の成果104ページ）　道路大規模修繕工事3,876万4,950円　総延長どれくらいの修繕をしたか。又、道路補修計画はどのようになっているのか。

土木課長　　　数量的に何メートルと示すことは難しい。今回は道路補修、排水路の移設を含んだ修繕である。道路修繕は社会資本総合整備交付金の対象となり、修繕計画が必要となった。平成25年度に総延長30キロメートルの路面性状調査を行い、修繕計画を作っているところである。

原田委員　　　決算書209ページ（主要事業の成果104ページ）　街路樹維持管理工事8,252万7,900円　市長は、平成24年度に今の管理方法に疑問を投げかけ、平成25年度に見直すと言ったが、現状を見ると何も変わってないと思う。見直した点はあるか。

土木課長　　　従来、夏季の剪定は枝落としとしていたが支障枝落としに変え、はなみずき通りには補植をした。

委員長　　　　他になければ、土木課の質疑及び意見は以上で終了する。

都市計画課

都市計画課長　都市計画課の決算について説明。　　　　　　　

原田委員　　　主要事業の成果106ページ（決算書215ページ）　長久手中央都市公園設計業務委託909万9,736円　公共施設のトータルデザイン化と説明があったが、デザインは公表しているか。

都市計画課長　公園、駐輪場、駅前通り線含めた公共施設のデザインに統一感を持たせるもの。例えば、トイレや駐輪場の壁面は馬防柵、公園の街路灯はかがり火をイメージし、古戦場にふさわしいデザインや色彩に統一した設計とするものだが、公表してない。

原田委員　　　この設計の結果、リニモテラスの位置が変更となったのか。

都市計画課長　リニモテラスの移動により、設計見直しが必要となった。２号公園は、路盤の切下げ、ステージの屋根設置、駅前広場のトイレ設置等今回の補正予算で対応することになった。

じんの委員　　決算書219、221ページ（主要事業の成果107ページ）　木造住宅耐震診断委託45万円　住宅耐震改修費等補助金268万2,000円　国の住宅耐震化率の目標は90パーセントであるが、本市の進捗率はどの程度か。又、耐震化診断10件に対し耐震改修３件は、改修費等の費用負担の大きさが要因か。

都市計画課長　本市の耐震化率は、木造住宅66パーセント、非木造住宅95パーセントである。経済的負担の大きさは、一因であると思う。

原田委員　　　主要事業の成果107ページ　美しいまちづくり条例関係について　変更開発協議書19件とあるが、指導の結果変更協議なった件数か。

都市計画課長　開発協議後に植栽、駐車場等設計変更の中で見直しが発生したものは、すべて変更協議の対象でその件数が19件だった。

委員長　　　　他になければ、都市計画課の質疑及び意見は以上で終了する。

区画整理課

区画整理課長　区画整理課の決算について説明。　　　　

加藤(武)委員　公園西駅周辺土地区画整理事業は、田籾名古屋線の交通渋滞に関する不安が深刻である。バイパス建設など交通渋滞回避策に対する回答が出てないが、どう対応するのか。

区画整理課長　土木課が平成25年度に幹線道路検討業務として現状把握のための調査を実施した。県を含めた関係機関の検討会議が、今年度有効な方法の検討をすると聞いている。

副市長　　　　現在会議が検討しているところで、中間報告を受けた。交差点改良でクリアする予定である。長期的なものを含めバイパス検討の指示を出している。

委員長　　　　他になければ、区画整理課の質疑及び意見は以上で終了。

議会事務局

議会事務局長　議会事務局の決算について説明。
原田委員　　　決算書71ページ　議員共済会負担金4,484万1,600円　今後の見込みはどのようか。
議会事務局長　議員年金制度は廃止になったが、年金受給者がいるので今後も負担は続くものと考えている。
原田委員　　　主要事業の成果27ページ　行政視察の受入れについて　６件の受入れがあるが、断ったケースはあるか。
議会事務局長　申込者と受入側の都合が合わず、受入れできなかったケースはある。
委員長　　　　他になければ、議会事務局の質疑及び意見は以上で終了。

この際、暫時休憩とする。

午後４時45分休憩
　　　　　　　
午後４時55分再開

委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開し、討論採決を行う。

反対討論

原田委員　　　長久手市は豊かな財政力を誇っている。しかし、働く大勢の人は所得が増えず困っている実態がある。市財政が市民生活応援するという使われ方が必要である。審査を通じて、必要な所で頑張っている部課はある。しかし、肝心な所で市民生活を応援すると言う所にお金が使われていないこともはっきりした。豊かな財政力は、住民税、所得税、固定資産税、都市計画税という血税が大半である。生活を応援するためにお金を使うということに道理があると思う。その点が達成できてないこと、その方にしようという姿勢も垣間見えないところもある。そのことを指摘し、承認できないので反対する。

賛成討論

じんの委員　　２日の間の決算審査で交通災害共済の加入補助金等いくつかの疑問を持ったこともあった。予算を粛々とこなすのではなく、予算を執行する中でムダをどうなくすかを常に考えほしい。市民にわかりやすく、生活に大きく関わる部分のリニモをはじめ情報を公開していくこと、この２日間で委員から出された多くの意見を予算に生かすことを要望して賛成とする。

反対討論　なし

賛成討論　なし

委員長　　　　平成25年度長久手市一般会計決算認定について原案のとおり認定する

ことに賛成の委員の挙手を求める。

　　　　挙手多数。よって認定第1号は原案のとおり認定することに決した。
　　　　　　　

委員長　　　　報告書については、正副委員長への一任を確認。

　　　（異議なし）

　　　
午後4時59分閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。
平成２６年９月１８日

決算特別委員会委員長　伊藤祐司
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